
H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

柳が崎 大津市 317 155 70 80 68 90 6 1 0 0 0 0 0 1 0 0

真野 大津市 50 14 12 20 10 5 1 0 9 8 2 2 4 5 1 2

和邇 大津市 35 13 16 14 17 37 8 7 5 14 4 11 2 18 11 11

松の浦 大津市 68 44 35 35 28 67 5 6 18 21 11 25 3 8 8 7

近江舞子 大津市 342 119 86 121 115 107 74 68 91 102 84 50 92 181 160 144

北小松 大津市 68 18 15 29 40 58 23 27 48 56 81 68 45 43 82 59

横江浜 高島市 62 6 38 28 2 10 6 6 15 3 3 9 4 28 10 20

中庄 高島市 25 46 12 27 26 23 1 8 21 27 16 14 23 26 0 31

二本松 長浜市 54 17 27 26 13 32 2 7 7 12 11 18 27 14 24 28

長浜港 長浜市 94 35 45 41 23 25 1 0 3 0 7 0 0 2 0 3

彦根港 彦根市 108 65 37 49 36 30 30 34 30 42 28 45 47 26 49 45

薩摩 彦根市 30 16 35 2 13 15 0 10 16 8 26 23 8 8 3 5

新海浜 彦根市 82 49 57 11 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

栗見新田 東近江市 116 60 17 44 31 14 17 20 14 13 7 0 3 11 0 3

菖蒲 野洲市 38 11 0 12 0 4 9 2 0 1 10 11

吉川 野洲市 0 29 34 22 22 20 9 8 1 15 31 28

1,522 710 540 570 471 553 208 228 299 330 298 275 259 387 389 398

＊数字は、7月下旬から8月中旬までの日曜日一日の利用隻数。

＊平成19年度までは、１日または２日間で集中的に調査を実施したが、平成20年度以降については職員に
よる指導監視実施時にあわせて利用隻数をカウントしたものである。

71 53 38 43

合　計

＊平成29年度は、8月6日に湖上および陸上から調査した。

　　　平成29年度　夏季利用状況調査について

平成29年度　主な利用箇所における水上オートバイ利用隻数

周辺場所 市
年　　度

○利用者の多いエリアは例年と変わらず大津市北小松から近江舞子であり、次いで彦根市彦根港、
高島市中庄および二本松、野洲市吉川、高島市横江浜であった。

○プレジャーボートの航行規制水域や従来型２サイクルエンジン艇の使用禁止、適合証の表示義務の
琵琶湖ルールは概ね定着しており、近年の利用隻数は400隻程度で推移している。

○平成29年度の水上オートバイの利用隻数は、前年度と比較して微増傾向であった。
今シーズン立ち乗りの4サイクル艇が発売されたことや昨年、木曽川で起きた水上オートバイの事故によ
る影響から琵琶湖での利用者が増えている可能性が考えられる。

資料２－１ 


